別紙

　※事業開始前の事業所であって、以下の質問事項のうち事業開始前には実施の確認ができない事項については、その実施見込み等を聴取するものとする。
（1） 運営理念

	１
	第２条に規定する基本理念に基づいて運営理念を策定している。
	　はい　・　いいえ　

（「はい」の場合、運営理念を添付すること。）
	備考




（2） 運営方針

	２
	第２条に規定する基本理念に基づいて運営方針を策定している。
	　はい　・　いいえ　

（「はい」の場合､運営方針を添付すること。）
	備考


（3） プライバシーの保護

	３
	利用者及びその家族等のプライバシーを保護するための規定を定め、職員に対する研修を計画し、実施している。
	　はい　・　いいえ　

（「はい」の場合、規定等及び研修計画を添付すること。）
	備考



（4） サービス水準の向上

	４
	介護技術、痴呆理解などについて、階級別（新任者、現任者、指導者）の研修計画を定めている。
	　はい　・　いいえ　

（「はい」の場合、研修計画を添付すること。）
	備考

	５
	大津市志賀町ｸﾞﾙｰﾌﾟﾎｰﾑ協議会などの団体に加入し、経営、介護技術などの情報交換を行っている。
	　はい　・　いいえ　


	備考


（5） 利用者の金銭管理

	６
	利用者の金銭は、利用者のために管理するものとし、個別の帳簿等に記入し、適正に管理している。
	　はい　・　いいえ　


	備考


（６）介護サービス

1． ケアプラン

　①フェイスシートの作成

	７
	基本事項に加えて、利用者のこれまでの生活歴、病前の暮らし方や、価値観等を記載している。
	　はい　・　いいえ
	備考

	８
	利用者の身体状況や緊急時の対処方法、連絡先等を記載している。
	　はい　・　いいえ
	備考

	９
	痴呆の診断結果、行動パターン等を把握し、利用者の状況を理解し、記載している。
	　はい　・　いいえ
	備考


　②　ケアプランの作成

	10
	ケアプランに基づく個別援助計画があり、それを職員全員が共通理解し、介護を提供している。
	　はい　・　いいえ
	備考

	11
	ケアプランに利用者がその人らしく残存機能を生かし、安心して豊かに暮らすための取組みを明記している。
	　はい　・　いいえ
	備考

	12
	ケアプランに積極的な痴呆の進行を遅らせるための取組みを明記している。
	　はい　・　いいえ
	備考

	13
	趣味や嗜好、特技などを生かして利用者が輝ける場や時間がもてるよう計画に組み込まれている。
	　はい　・　いいえ
	備考


２．　サービスの提供

	14
	個別援助計画に基づいたサービスをスタッフ全員が実施できる。
	　はい　・　いいえ
	備考

	15
	業務の引継ぎはすべての利用者について、記録に基づいて行っている。
	　はい　・　いいえ
	備考


３．　記録

	16
	体調や身体状況に関する基本事項を記入している。
	　はい　・　いいえ
	備考

	17


	一日を通して観察された反応、表情や変化について記入している。
	　はい　・　いいえ
	備考

	18
	家族等への開示及び連絡を視野にいれた記録を作成、又は、別途連絡用を作成している。
	　はい　・　いいえ
	備考


４．　ケアカンファレンスの開催

	19
	定期的（１ヶ月毎）に利用者１人ひとりについて、情報交換、共通認識、モニタリングを行っている。
	　はい　・　いいえ
	備考

	20
	状態の変化や行動障害等の問題が生じた場合は随時開催し、解決策や方針が決まるまで繰り返し行っている。
	　はい　・　いいえ
	備考

	21
	必要に応じて、協力医療機関の医師や主治医、家族等を交えて実施している。
	　はい　・　いいえ
	備考


５．　共同生活の場としての取組み

	22
	利用者１人ひとりの暮らし方を十分尊重した上で、１つの家庭としてのマナーやルールが決まっている。
	　はい　・　いいえ

（「はい」の場合は、添付すること。）
	備考

	23
	個人的要求には、できるだけ早く応えるようにし、要求によっては、本人が納得できるように説明して答えている。介護の工夫によって可能となることは拒否しない。
	　はい　・　いいえ


	備考

	24
	昼間は鍵をかけずに安全を確保するために、重複受持ち制と見守り体制の整備を行っている。
	　はい　・　いいえ


	備考

	25
	家事の分担は、できること、できないことに配慮し、利用者と相談して決めている。
	　はい　・　いいえ
	備考



６．　生活を楽しめる工夫

	26
	コミュニケーションの仲介などで、利用者同士のなじみの関係づくりを行い、仲間（家族）としての繋がりを作っている。
	　はい　・　いいえ
	備考

	27
	利用者１人ひとりにあったアクティビティを工夫している。

（例えば、園芸や音楽など、できる場や道具の提供と認め合える機会をつくるなど）
	　はい　・　いいえ
	備考

	28
	安心して暮らせる工夫をしている。

（なじみの家具や品物を身近に置けるようにするなど）
	　はい　・　いいえ
	備考


（７）　地域との連携

	29
	ｸﾞﾙｰﾌﾟﾎｰﾑの開設にあたり事前に地域住民に説明会を行うなど、十分な理解を得ている。
	　はい　・　いいえ

（住民説明の際使用した資料等を添付すること。）
	備考


	30
	地域のボランティアなどを受け入れている。
	　はい　・　いいえ
	備考

	31
	地域の自治会や老人会に参加している。
	　はい　・　いいえ
	備考

	32
	ｸﾞﾙｰﾌﾟﾎｰﾑの行事に近隣住民が参加するなど、具体的な交流の方策を策定し、公開している。
	　はい　・　いいえ　

（「はい」の場合、具体的な方策を添付すること。）
	備考

	33
	地域にｸﾞﾙｰﾌﾟﾎｰﾑの情報を発信する具体的な方策を策定し、公開している。
	　はい　・　いいえ　

（「はい」の場合、具体的な方策を添付すること。）
	備考


（8） 　家族との連携

	34
	家族会を設けている。
	　はい　・　いいえ
	備考

	35
	ｸﾞﾙｰﾌﾟﾎｰﾑの行事に家族が参加するなど、具体的な交流の方策を策定し、公開している。
	　はい　・　いいえ　

（「はい」の場合、具体的な方策を添付すること。）
	備考


（９）　契約

	36
	入居に際しては、安心して入居していただくため、専門の担当者を置いている。
	　はい　・　いいえ
	備考

	37
	入居に関する手続きが利用者やその家族が容易に理解することができるよう工夫されている。
	　はい　・　いいえ　


	備考

	38
	契約書や重要事項説明書その他入居に際しての必要書類が利用者やその家族等にわかりやすいよう工夫している。
	　はい　・　いいえ　


	備考

	39
	利用者に課される費用にあっては、その内訳を明示するとともに、その算定根拠や徴収方法などについて、利用者やその家族等に十分説明している。
	　はい　・　いいえ　


	備考

	40
	利用者やその家族等が自らその手続きを行うことができない場合については、成年後見制度その他利用者の権利を守るための措置を説明し、必要な限り、その手続きの代行を行うなど、利用者の権利を優先している。
	　はい　・　いいえ　


	備考


（１０）　痴呆ケアの普及・啓発

	41
	痴呆に関する専門的知識、技術などを、その所在する地域の住民に対して、広く普及、啓発を行っている。
	　はい　・　いいえ


	備考


	42
	痴呆介護に従事する人材を育成するため、教育機関等が実施する実習等を積極的に受け入れている。
	　はい　・　いいえ　


	備考


（１１）　リスクマネージメント及び苦情解決

	43
	ケアプランの中で利用者個別の転倒や嚥下などに関するリスクについて把握し、個別のリスクマネージメントができるよう職員に徹底している。
	　はい　・　いいえ
	備考

	44
	利用者及びその家族等からの相談や苦情については速やかに対応し、解決するためのマニュアルを定めるとともに、職員に対する研修を計画し、実施している。
	　はい　・　いいえ　

（「はい」の場合、マニュアル及び研修計画を添付すること。）
	備考


	45
	苦情や相談に関し、苦情担当責任者と苦情解決責任者を定めている。
	　はい　・　いいえ　


	備考

	46
	事故が発生した際は、苦情解決責任者若しくは管理者がその発生状況について速やかに家族及び関係機関に報告している。
	　はい　・　いいえ　
	備考

	47
	事故発生後は、検討会をもちモニタリングを行い、改善できるケアの手法がなかったか分析し、その分析結果を文書として保存している。
	　はい　・　いいえ　
	備考

	48
	ｸﾞﾙｰﾌﾟﾎｰﾑ評価委員の意見を聞く機会を定期的に設けている。
	　はい　・　いいえ　
	備考


（１２）　情報の提供

	49
	自己評価及び第三者評価の実施結果について、その内容を利用者やその家族、行政機関その他の関係機関に対して開示している。
	　はい　・　いいえ
	備考


（１３）　研修・勤務体制の確保等

	50
	常に痴呆の医療・ケアに関する最新情報を入手し、現状のケアと合わせて勉強会や検討会を開催している。
	　はい　・　いいえ
	備考

	51
	利用者を主体にした介護が実施できるよう、個々の介護内容ごとにサービス提供マニュアルを作成するとともに、研修などを定期的に実施し、職員に徹底している。
	　はい　・　いいえ

（「はい」の場合、マニュアル及び研修計画を添付すること。）
	備考

	52
	利用者の尊厳を守り、安心して生活ができるよう、身だしなみ、言葉遣い、態度、応対などのマニュアルを作成し、研修などを定期的に実施し、職員に徹底している。
	　はい　・　いいえ

（「はい」の場合、マニュアル及び研修計画を添付すること。）
	備考

	53
	職員の就業規則を定めている。
	　はい　・　いいえ

（「はい」「いいえ」ともに、職員の賃金表を添付すること。）
	備考


